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イ
ン
ド
中
央
部
に
広
が
る
デ
カ
ン
高
原
（
サ
ン
ス

ク
リ
ッ

ト
語
で
「
右
」
即
ち
「
南
」
を
意
味
す
る
）
は
、

一
枚
の
巨
大
な
岩
で
出
来
て
お
り
テ
ー
ブ
ル
マ
ウ

ン
テ
ン
と
呼
ば
れ
、
の
し
餅
を
重
ね
た
よ
う
な
構
造

に
な
っ
て
い
る
。

デ
カ
ン
高
原
の
西
端
は
ア
ラ
ビ
ア
海
に
沿

っ
て
南

北
に
延
び
る
西
ガ
ー
ツ
（
山
脈
）
だ
が
、
そ
こ
か
ら

延
び
る
高
原
の
所
々
の
岩
盤
の
弱
い
と
こ
ろ
が
浸
食

さ
れ
、
深
い
谷
の
通
り
道
と
な
り
東
に
伸
び
て
い
る
。

な
か
で
も
特
に
谷
が
深
く
有
名
な
の
が
ナ
ー
ネ
ー

ガ
ー
ト
だ
。
こ
の
谷
道
で
ア
ラ
ビ
ア
海
か
ら
塩
を
始

め
と
す
る
多
く
の
海
産
物
が
運
ば
れ
た
。

こ
の
道
が
貿
易
路
と
し
て
整
備
さ
れ
盛
ん
に
使
わ

れ
た
の
は
サ
ー
タ
バ

ー
ハ
ナ
朝
で
、
そ
の
起
源
は
紀

元
前

3
世
紀
で
、
同
時
代
に
栄
え
た
マ
ウ
リ
ヤ
王
朝

（
紀
元
前

3
世
紀
）
や
グ
プ
タ
王
朝

(
5
世
紀
）
と

同
じ
ほ
ど
の
広
さ
を
支
配
し
て
い
た
。

ま
た
、

16
世
紀
に
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
旅
行
者

に
続
い
て
、
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
の
人
々
も
こ
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℃ -アラプ海の沿った西ガーツ山脈から束に広がるデカン高原。
侵食され、切り立った崖に岩窟が統＜

の
道
を
訪
ね
て
い
る
。

そ
し
て
、
こ
の
道
に
沿
っ
て
多
く
の
岩
窟
寺
院
が

建
て
ら
れ
て
い
る
。
侵
食
さ
れ
た
高
低
差
の
あ
る
崖

に
掘
ら
れ
、
有
名
な
石
窟
群
も
数
多
い
。
ナ
ー
ネ
ー

ガ
ー
ト
が
東
の
ア
ジ
ャ
ン
タ
ー
岩
窟
に
至
る
道
に
つ

な
が
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
。

ジ
ュ

ナ
ー
ル
は
こ
の
道
沿
い
の

町
で
、
マ
ハ
ラ

シ
ュ

ト
ラ
州
の
プ
ネ
ー
地
区
に
あ
る
。
ジ
ュ
ナ
ー
ル

は
古
い
町
を
意
味
す
る
。
ジ
ュ
ナ
ー
ル

に
は

1
8
0

の
岩
窟
寺
院
が
あ
り
、
マ

ン
モ
デ
ィ

ー
、
シ
バ
ネ
リ、

ツ
ラ
ジ
ャ
、
ガ
ネ
ー
シ
ャ
が
有
名
で
あ
る
。

マ
ン
モ

デ
イ
ー
を
訪
れ
た
の
は
か
な
り
昔
で
記
憶
が
定
か
で

な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
岩
窟
内
に
大
き
な
特
徴
は

な
か
っ
た
こ
と
は
覚
え
て
い
る
。
一

方
、
こ
の
地
の

碑
文
に
サ
ー
タ
バ

ー

ハ
ナ
朝
の
創
始
者
を
ふ
く
め
て

7
人
の
王
、
王
妃
の
名
前
が
記
さ
れ
て
い
た
の
が
と

て
も
印
象
的
で
、
明
確
に
記
憶
し
て
い
る
。

ジ
ュ
ナ
ー
ル
の
岩
窟
寺
院
の
入
り
口
に
は
寄
進
者

夫
妻
の
巨
大
な
像
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
寄
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深い谷の道で有名なナーネーガート。

道というには狭く急勾配すぎる？

岩窟寺院を作る資金の寄進者の名前が彫

られている。お金以外に穀物、 衣類、薬
など僧侶に必要な物も寄付されている

進
者
の
名
前
が
記
さ
れ
た
石
碑
も
数
多
く
残
っ
て
い

る
。
そ
こ
に
記
さ
れ
た
名
前
の
多
く
が
、
現
代
イ
ン

ド
の
人
々
の
姓
と
同
じ
な
の
も
興
味
深
い
。

彼
ら
が
寄
進
し
た
の
は
、
建
設
資
金
の
他
に
穀
物

や
衣
類
、
そ
し
て
薬
な
ど
、
僧
侶
の
生
活
に
欠
か
せ

な
い
物
全
般
で
あ
る
。

ま
た
、
プ
ネ
ー
は
避
暑
地
と
し
て
有
名
で
あ
り
、

多
く
の
大
学
が
あ
る
こ
と
で
日
本
か
ら
の
留
学
生
も

多
い
。
そ
れ
に
は
、
西
イ
ン
ド
の
大
都
市
ム
ン
バ
イ

と
ジ
ュ
ナ
ー
ル
の
あ
る
プ
ネ
ー
が
デ
カ
ン
特
急
で
結

ば
れ
て
便
利
な
立
地
で
あ
る
こ
と
も

一
因
だ
ろ
う
。

蛇
足
だ
が
、
そ
の
途
中
の
ロ
ナ
ウ
ラ
に
は
、

；
オ
シ
ョ

ゥ
ク
の
名
で
知
ら
れ
る

ヨ
ー
ガ
道
場
が
あ
る
。

佐

藤

良

純

歪

大

学

名

誉
教
授

さ
と
う
・
リ
ょ
う
じ
ゅ
ん
昭
和
7
年
東
京
生
ま
れ
。
大
正
大
学
、

同
大
学
院
、
イ
ン
ド
デ
リ
ー
大
学
院
に
学
ぶ
。
昭
和

34年
よ
り
大

正
大
学
で
教
鞭
を
と
り
、
教
授
、
学
科
長
を
経
て
、
平
成
14
年
退

職
、
大
正
大
学
名
誉
教
授
と
な
る
。

イ
ン
ド
ヘ
の
初
渡
航
は
昭
和

38
年
、
以
来
イ
ン
ド
ヘ
訪
れ
る
こ
と
、
40
有
余
回
。
著
書
に

7
ッ

ダ
ガ
ヤ
大
菩
提
寺
」
、
「釈
尊
の
生
涯
j

な
ど
多
数
。
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